
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 ８ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 熊 谷 農 業 高 等 学 校 ）       
 

目 指 す 学 校 像 命を育み 知を磨く学舎づくり（農業各分野の担い手・技術者と、地域を担う人材の育成）       ※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        
達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成（８割以上）  

重 点 目 標 

１ 授業や教育活動をとおして学習意欲を向上させ、基礎学力の定着と学力の向上を図る。 
２ 社会人として必要な基本的内容を身に付けさせ、評価される人材を育成する。 
３ 計画的に効果的な指導を行い、生徒の進路希望を実現させる。 
４ 地域と連携した活動を行い、地域から信頼される学校づくりを推進する。 

 Ｂ 概ね達成（６割以上）   出席者 学校関係者      名 

      生徒         名 

事務局（教職員）    名 

 Ｃ 変化の兆し（４割以上）   

 Ｄ 不十分（４割未満）   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 令和 8 年度評価（１月  日現在）  実施日 令和 9年 1 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】 

生徒は真面目な態度で、入学後も主体的に学

習に取組み、資格取得者数も増加している。 

【課題】 

生徒の主体的な学びを実現するため、個人用

端末の使用頻度と家庭学習を習慣化へつなげる

取組みを学校全体で推進する必要がある。 

授業実践

力の向上 

①教科、学科で知識横断型の実践、ＩＣ

Ｔの活用を組織的に進め授業改善を図

る。 

②「収益力のある農業を学ぶ担い手育成

プログラム推進事業」でＤＸ化を図り、

スマート農業に係わる授業の実践。 

③基礎学力テスト等を活かし、基礎学力

の定着と丁寧な支援で学力向上を図る。 

①生徒の授業満足度の割

合。 

②農業科目で、ＩＣＴが

効果的に活用回数。 

③成績優良者数と欠点取

得者数の増減。 

 

 

   

探究心の

向上 

①ⅠＣＴの活用、各種検定の実施、学習

サポーター等を活用し、探究心を高め

る。 

②学校農業クラブ活動等で、専門的な知

識や技術取得のために生徒と共に伴走

し、生徒が自ら行動する力を養う。 

①自学自習に取り組んだ

時間の割合。 

②学校農業クラブ活動の

県大会、関東大会、全国

大会の出場者数の増減。 

 

 

 

２ 

【現状】 

基本的生活習慣が身についた生徒が増加して

いるが、モラルとマナー定着にはさらに工夫が

必要である。 

【課題】 

 遅刻や整容指導等に組織的に取り組むととも

に、生徒の主体性を高める生徒指導を推進する

必要がある。また、多様な生徒に対応するため、

個々の状況に合わせた柔軟な支援体制の構築が

課題である。 

規範意識と

自律性の育

成 

①授業・行事は定刻に開始し、チャイム着席

を徹底する。立哨指導と遅刻カードで遅刻生

徒を把握し、個別指導を行う。 

②ネットトラブル防止やＳＮＳのモラルと

マナー教育をとおして、生徒の規範意識、危

機管理意識を育む。 

①遅刻者数の増減。 

②生徒と教員間でスマホ

利用について意見交換を

行い、モラルとマナー教

育に取り組めたか。 

 

 

   

支援の充実 ①専門的な教育機関や行政機関と迅速

に連携し、組織的な教育相談を進め、生

徒個々に応じた柔軟な支援体制を充実

させる。 

②予防的な視点で生徒情報等は学年・学

科・授業担当者で共有し、迅速に組織的

な体制で支援にあたる。 

①ＳＣやコーディネータ

ー等を活用した支援回

数。 

②組織的な支援体制が機

能したか。 

 

 

 

３ 

【現状】 

年間計画に基づき、生徒個々の希望に応じた

きめ細かな進路指導を展開している。 

【課題】 

専門分野への進路意識を高めるため、進路情

報の提供体制の整備や、段階的な進路計画の策

定が必要である。 

進路実現 ①進路に関する情報、分析結果を、保護

者と情報共有し生徒が主体的に取組め

る環境を整え、進路実現を行う。 

②就職支援アドバイザー、ハローワーク

等と連携し、進路情報を学校全体で共有

し面接指導、論文指導、補講等を実施す

る。 

①生徒が進路実現に向け

て積極的に情報収集でき

たか。 

②第１志望の進路実績

数。 

 

 

  

農業関連分

野への進路

意識の向上 

①「収益力のある農業を学ぶ担い手育成プロ

グラム推進事業」で、外部団体等の連携を積

極的に実施する。 

②農業キャリア実習をとおして、継続的、組

織的に支援し、農業関連分野への興味・関心

を高める。 

①農業関連分野への進路

希望者数。 

②生徒、実習先のアンケ

ート結果。 

 

 

 

４ 

【現状】 

学校の魅力が学内外へ効果的に発信され、地

域から信頼を得ている。 

【課題】 

 生徒視点での学校ＰＲや、来校機会を増やす

など、広報活動の工夫・改善が必要である。 

 

情報発信と

情報提供 

①ＨＰやInstagram等において、タイムリー

に生徒視点による本校の魅力を発信する。 

②学校説明会、体験入学等を通じて、効果的

なＰＲを行う。 

①情報の発信回数・HP

の閲覧数。    

②中学生向け行事等の

参加数。 

 

 

  

地域と育む

学舎づくり 

①農業高校の実際を知ってもらうため、授業

公開を増やす。 

②地域イベントや異校種間連携等の交流事

業を積極的に実施することで、生徒の学習意

欲向上に結びつける。 

①中学校関係者・中学

生の授業公開への参加

状況。 

②地域交流により学習

意欲が向上したか。 
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